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起
源
は
、
江
戸
時
代
に
三
越
の
前

身
で
あ
る
呉
服
屋
の
越
後
屋
が
１

年
間
の
余
っ
た
端
切
れ
を
袋
に
入

れ
て
売
り
だ
し
た
恵
比
寿
袋
だ
と

い
う
。
中
身
が
わ
か
ら
な
く
と

も
、
販
売
価
格
は
袋
内
の
商
品
合

計
よ
り
も
安
く
設
定
さ
れ
お
得
感

が
あ
る
た
め
射
幸
心
が
煽
ら
れ
る

の
だ
ろ
う
。
最
近
で
は
海
外
で
も

「lucky bag

」
や
「mystery 

bag

」
の
名
で
販
売
さ
れ
人
気
を

博
し
て
い
る
ら
し
い
▼
さ
て
、
こ

ち
ら
の
ミ
ス
テ
リ
ー
バ
ッ
グ
は
ど

う
だ
ろ
う
。
今
年
５
月
に
成
立
し

た
経
済
安
保
推
進
法
で
あ
る
。
官

民
協
働
で
の
先
端
技
術
の
保
護
・

育
成
や
外
国
か
ら
の
サ
イ
バ
ー
攻

撃
の
防
止
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

強
化
等
が
目
的
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、「
経
済
安
全
保
障
」
そ

の
も
の
の
定
義
が
な
く
、
法
の
根

幹
に
関
わ
る
多
く
の
概
念
を
決
定

づ
け
る
「
基
本
方
針
」
が
政
府
か

ら
発
表
さ
れ
な
い
ま
ま
で
の
成
立

で
あ
っ
た
。
福
袋
の
ご
と
く
具
体

的
な
全
容
が
見
え
な
い
法
律
の
行

使
に
白
紙
委
任
を
与
え
て
し
ま
っ

た
の
で
あ
る
▼
９
月
に
な
り
後
出

し
じ
ゃ
ん
け
ん
の
よ
う
に
二
つ
の

基
本
方
針
案
が
発
表
さ
れ
た
。
な

か
で
も
軍
事
活
用
に
つ
な
が
る
先

端
的
重
要
技
術
の
研
究
開
発
に
つ

い
て
は
、
罰
則
付
き
守
秘
義
務
を

課
し
研
究
者
を
軍
事
研
究
に
囲
い

込
ん
で
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
。

特
定
秘
密
保
護
に
よ
り
研
究
者
は

監
視
下
に
置
か
れ
る
▼
ま
さ
に
軍

事
研
究
推
進
法
で
あ
り
、
決
し
て

ラ
ッ
キ
ー
バ
ッ
グ
で
は
な
い
こ
と

を
銘
記
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の

だ
が
、
そ
の
役
割
を
担
う
べ
き
日

本
学
術
会
議
が
軍
事
研
究
に
対
し

て
緩
や
か
な
態
度
を
見
せ
始
め
た

の
は
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
。（
九
）

　

日
本
で
の
福
袋
の

人
気
は
高
い
。
正
月

に
は
大
小
の
福
袋
が

店
頭
に
並
び
、
客
が

列
を
な
す
。
福
袋
の

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事

お申し込み・お問い合わせは、☎078ー393ー1817まで

兵庫県保険医協会第100回評議員会兵庫県保険医協会第100回評議員会
臨時（決算）総会・第45回共済制度委員会臨時（決算）総会・第45回共済制度委員会

社会保障充実をアピールしパレードする白岩副理事長
（前列左２人目）、川西副理事長（２列目白衣姿）ら　

11月20日（日）13時～　兵庫県保険医協会会議室
・13時～　第100回評議員会　　・14時50分～　臨時（決算）総会

・15時～　第45回共済制度委員会
　特別報告「ウィズコロナ時代の金融経済情勢と生命保険業界」

　太陽生命保険株式会社　取締役常務執行役員　下屋敷　縁氏
・16時10分～　特別講演
「中間層復活のための処方箋―医療分野の位置づけ」
　永濱　利廣氏（株式会社第一生命経済研究所経済調査部　首席エコノミスト）
 　日本経団連のシンクタンク「21世紀政策研究所」で研究主幹として、
「中間層復活に向けた経済財政運営の大転換」をまとめ、メディアでも
活躍中の第一線のエコノミストである永濱利廣氏から、日本経済復活の
処方箋をお聞きします。

特別インタビュー
県立はりま姫路総合医療センター　木下芳一院長 ３面

研
面
究 ６面診内研より

「世界における糞便移植の現状と将来展望㊤」

第９回新型コロナ会員アンケート結果 ４面

　

違
憲
・
違
法
の
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務
化
と
保
険
証
廃
止
は

中
止
を
―
。
協
会
は
10
月
22
日
、
協
会
会
議
室
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、

政
策
研
究
会
を
開
催
。「
政
府
が
進
め
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普

及
政
策
の
問
題
点
―
医
療
分
野
に
お
け
る
保
険
証
廃
止
と
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
義
務
化
を
含
め
て
―
」
を
テ
ー
マ
に
、
弁
護
士
の
坂
本

団
（
ま
ど
か
）
氏
が
講
演
し
、
政
府
が
進
め
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
普
及
政
策
の
問
題
点
を
、
法
律
家
の
立
場
か
ら
厳
し
く
指
摘
し

た
。
会
員
ら
53
人
（
会
場
21
人
、
オ
ン
ラ
イ
ン
32
人
）
が
参
加
し

た
。

　

元
日
本
弁
護
士
連
合
会
情
報
問

題
対
策
委
員
会
委
員
長
で
、
現
在

は
大
阪
大
学
大
学
院
高
等
司
法
研

究
科
客
員
教
授
も
務
め
る
坂
本
弁

護
士
は
、
そ
も
そ
も
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
は
個
人
番
号
法
17
条

で
、
本
人
か
ら
の
申
請
を
受
け
て

市
町
村
長
が
交
付
す
る
と
さ
れ
て

お
り
、
取
得
は
任
意
で
あ
る
と
、

法
的
な
位
置
づ
け
を
説
明
。

　

政
府
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
打
ち
出
し
て

い
る
、
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に
入
っ
た
電

子
証
明
書
は
す
で
に
、
99
年
に
導

入
さ
れ
た
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

に
も
入
っ
て
い
た
が
、
住
基
カ
ー

ド
は
全
く
普
及
せ
ず
失
敗
し
た
と

指
摘
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
そ
の
焼

き
直
し
と
し
て
、
２
０
１
６
年
か

ら
制
度
が
導
入
さ
れ
た
も
の
の
、

全
く
政
府
の
意
図
し
た
よ
う
に
普

及
が
進
ま
ず
、
ポ
イ
ン
ト
の
付
与

や
大
規
模
な
広
報
等
、
数
兆
円
を

費
や
し
、
無
理
や
り
普
及
さ
せ
て

い
る
の
が
現
状
と
紹
介
し
た
。

省
令
で
義
務
化
強
制
は
問
題

　

来
年
４
月
か
ら
の
義
務
化
が
決

め
ら
れ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

に
つ
い
て
、
今
年
５
月
の
社
会
保

障
審
議
会
・
医
療
保
険
部
会
で
突

如
提
案
さ
れ
、
９
月
に
は
省
令
を

改
正
す
る
と
い
う
拙
速
す
ぎ
る
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
り
、
法
律
を
改

正
せ
ず
に
省
令
で
あ
る
療
養
担
当

規
則
で
義
務
化
を
強
制
す
る
こ
と

は
問
題
で
あ
る
と
指
摘
。
回
線
や

機
器
の
導
入
・
維
持
費
用
、
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
の
確
保
な
ど
医
療
機
関

に
重
い
負
担
を
与
え
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
大
し
た
利
便
性
も
な
く
、

費
用
対
効
果
の
試
算
す
ら
行
わ
れ

て
い
な
い
壮
大
な
ハ
コ
モ
ノ
行
政

で
あ
る
と
強
く
批
判
し
た
。

　

さ
ら
に
、
政
府
が
突
如
健
康
保

険
証
の
廃
止
を
打
ち
出
し
た
こ
と

に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
に
唐
突
か

つ
拙
速
で
省
庁
間
の
調
整
す
ら
で

き
て
い
な
い
疑
い
が
強
く
、
任
意

で
あ
る
は
ず
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
取
得
の
義
務
化
に
等
し
い
と

批
判
し
た
。

本
人
確
認
一
元
化
の

リ
ス
ク
を
指
摘

　

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
日
常
的
に
所
持
す
る
こ
と
に
よ

る
券
面
記
載
事
項
の
漏
洩
や
不
正

利
用
の
危
険
性
、
カ
ー
ド
の
紛
失

・
盗
難
時
に
は
再
発
行
ま
で
の

間
、
医
療
機
関
を
受
診
で
き
な
く

な
る
可
能
性
、
さ
ら
に
、
運
転
免

許
証
等
す
べ
て
を
一
元
化
す
る

と
、
再
発
行
の
際
の
本
人
確
認
手

段
が
な
く
な
る
と
い
う
問
題
も
検

討
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
、
数
々
の

問
題
点
が
あ
る
と
厳
し
く
指
摘
。

　

施
設
入
所
者
な
ど
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し
な
い
・
で

き
な
い
人
は
必
ず
お
り
、
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
義
務
化
が
対
象
外

の
医
療
機
関
も
あ
る
な
か
で
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
み
を
保
険

証
と
す
る
こ
と
は
制
度
設
計
と
し

て
不
可
能
で
あ
り
、
紙
の
証
明
書

は
必
ず
必
要
に
な
る
と
、
政
府
の

計
画
の
不
備
を
指
摘
し
た
。

　

そ
し
て
、
坂
本
氏
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
義
務
化
と
保
険
証

廃
止
は
、
患
者
の
受
療
権
や
医
療

機
関
の
経
営
の
自
由
を
侵
害
す
る

も
の
で
、
違
憲
・
違
法
で
あ
り
、

問
題
提
起
の
た
め
に
も
訴
訟
の
活

用
も
選
択
肢
と
し
て
考
え
ら
れ
る

と
し
た
。

　

10
月
20
日
、
東
京
・
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
「
＃
い
の
ち

守
る　

医
療
・
社
会
保
障
を
立
て
直
せ
！
10
・
20
総
行
動
」

が
開
か
れ
、
全
国
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
と
あ
わ
せ
１
１
０
０
人

が
集
ま
り
、「
い
の
ち
守
れ
」「
医
療
・
社
会
保
障
の
充
実

を
」
と
訴
え
た
。
兵
庫
協
会
か
ら
川
西
敏
雄
・
白
岩
一
心
両

副
理
事
長
が
参
加
し
た
（
２
面
に
詳
細
）。

政
策
研
究
会
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
政
策
の
問
題
点
」

オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認

坂
本
団
・
弁
護
士
が
問
題
点
を
厳
し
く
指
摘

義
務
化
は
患
者
の
受
療
権
を
侵
害

義
務
化
は
患
者
の
受
療
権
を
侵
害

問題提起のためには訴訟も検討すべきと
訴える坂本弁護士　　　　　　　　　　

た
め
、「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

に
対
す
る
第
９
回
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
」
を
実

施
、
10
月
19
日
に
は
、

結
果
を
マ
ス
コ
ミ
に
発

表
し
、
朝
日
放
送
、
サ

ン
テ
レ
ビ
、
神
戸
新

聞
、
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
が

結
果
を
報
じ
た
。

　

協
会
は
今
回
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
も
と
に
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
後
の
後
遺
症
や
ワ
ク

チ
ン
接
種
後
の
副
反
応

に
関
し
て
広
範
、
詳
細
か
つ
積
極

的
な
調
査
体
制
の
整
備
と
患
者
へ

の
補
償
等
救
済
措
置
の
適
用
を
求

め
て
い
く
。

 

（
結
果
の
詳
細
は
４
面
）

な
か
、
先
進
国
で
は
詳
し
い
調
査

も
広
が
っ
て
い
る
。

　

協
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
後
後
遺
症
及
び
ワ
ク
チ
ン

接
種
後
の
副
反
応
に
関
し
て
、
県

内
の
臨
床
医
の
考
え
を
把
握
す
る

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
第
７
波
流
行
で
は
、
感
染
者
の

多
く
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
「
ブ

レ
ー
ク
ス
ル
ー
感
染
」
と
推
測
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
罹
患
後
症
状

（
い
わ
ゆ
る
後
遺
症
）
や
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
副
反
応
も
少
な
く
な
い

多くの医療機関が
後遺症、ワクチン副反応対応
 各マスコミで報道

新型コロナ第９回アンケート調査結果

協会の会見の模様を報じるサンテレビ

医療・社会保障を立て直せ！医療・社会保障を立て直せ！
1100人がアピール

＃いのち守る＃いのち守る

新型コロナ 診療報酬上の臨時的取扱い
　10月末期限の「二類感染症患者入院診療加算
（外来診療）」（250点）と「電話等による診療
（新型コロナ感染症）」（147点）が、11月以降
も条件付きで延長されます。詳細は10/31に協
会会員へ送信したFAXニュースをご確認くださ
い。
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国
会
議
員
５
氏
へ
要
請

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

義
務
化
は
撤
回
を

医
師
・
歯
科
医
師
署
名
５
０
０
筆
超
を
提
出

感 想 文 ②

自
殺
の「
保
護
因
子
」

身
近
な
と
こ
ろ
に
も

　

10
月
１
日
に
開
催
さ
れ
た
「
落
語
＆
ト
ー
ク
の
夕
べ
〜
仏
教
・
医

療
か
ら
考
え
る
〝
生
き
づ
ら
さ
〞
の
支
え
か
た
」
に
は
、
露つ

ゆ

の
団ま

る

姫こ

さ
ん
（
落
語
家
、
天
台
宗
「
道
心
寺
」
住
職
）、
高こ

う

宜う
ぃ

良り
ゃ
んさ

ん
（
精

神
科
医
・
こ
う
心
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）
が
出
演
し
た
（
前
々
号
既

報
）。
前
号
に
つ
づ
き
参
加
者
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

姫
路
・
西
播
支
部　

総
会
・
記
念
講
演

姫
路
・
西
播
支
部　

総
会
・
記
念
講
演

　

自
民
党
の
盛
山
正
仁
衆
議
院
議

員
は
、
会
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
声

に
対
し
、「
医
療
の
デ
ジ
タ
ル
化

は
重
要
な
課
題
だ
が
、
悲
鳴
に
近

い
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は

受
け
止
め
た
い
」
と
回
答
。
川
西

副
理
事
長
は
「
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も

含
め
拙
速
だ
。
現
場
の
声
を
聞
い

て
ほ
し
い
」
と
要
望
し
た
。

　

立
憲
民
主
党
の
桜
井
周
衆
議
院

議
員
に
は
、
白
岩
副
理
事
長
が

「
地
域
に
よ
っ
て
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
回
線
を
整
備
す
る
の
も
難
し

い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
義
務
化
は
撤

回
し
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
た
と
こ

ろ
、「
今
度
は
保
険
証
の
廃
止
ま

　

日
々
の
外
来
診
療
で
、
高
齢
化

の
急
速
な
進
行
を
日
々
感
じ
て
お

り
、
か
か
り
つ
け
患
者
さ
ん
が
認

知
症
を
合
併
す
る
頻
度
も
年
々
増

加
し
て
い
る
。
今
回
の
ご
講
演
で

は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
の

現
状
と
脳
脊
髄
液
（
Ｃ
Ｓ
Ｆ
）
が

早
期
診
断
に
有
用
な
検
体
に
な
り

得
る
こ
と
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す

く
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
講
演
の

内
容
を
報
告
す
る
。

　

私
は
日
頃
か
ら
保
険
医
協
会
文

化
部
の
落
語
が
好
き
で
、
い
つ
も

大
爆
笑
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
今
回
の
ご
案
内
を
見
る
と
、

露
の
団
姫
、
天
台
宗
、
高
宜
良
、

自
殺
…
い
つ
も
と
違
う
、
と
い
う

印
象
で
し
た
。
ま
あ
、
落
語
は
あ

る
の
だ
か
ら
行
っ
て
み
る
か
と
参

加
い
た
し
ま
し
た
。

　

露
の
団
姫
さ
ん
の
落
語
は
さ
す

　

姫
路
・
西
播
支
部
は
、
９
月
17
日
に
姫
路
じ
ば
さ
ん
び
る
で
第
37

回
支
部
総
会
と
記
念
講
演
を
開
催
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と
あ
わ
せ
９
人

が
参
加
し
た
。
記
念
講
演
で
は
、
県
立
は
り
ま
姫
路
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
精
神
科
長
の
樫
林
哲
雄
先
生
が
「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
の
診
断 

up to date

：
早
期
診
断
に
お
け
る
Ｃ
Ｓ
Ｆ
検
査
の
有
用
性
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。
寺
田
邦
彦
先
生
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

本
邦
は
す
で
に
超
高
齢
化
社
会

を
迎
え
て
お
り
、
２
０
２
５
年
に

は
純
粋
な
認
知
症
症
例
が
６
７
５

万
人
、
身
体
疾
患
を
伴
っ
た
認
知

機
能
障
害
症
例
を
含
め
る
と
７
３

５
万
人
に
な
る
と
想
定
さ
れ
、
新

オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
な
ど
認
知
症
施

策
推
進
総
合
戦
略
が
立
て
ら
れ
て

い
る
。
中
で
も
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ

ー
型
認
知
症
は
認
知
症
の
６
〜
７

割
と
大
多
数
を
占
め
て
お
り
、
早

が
プ
ロ
で
す
。
大
い
に
笑
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
少
し
怖
い
笑

い
話
か
ら
、
本
演
題
は
天
国
に
向

か
う
お
話
。
で
も
い
つ
も
の
落
語

と
違
う
ぞ
？
と
感
じ
な
が
ら
、
こ

の
お
話
が
高
宜
良
先
生
の
演
題
へ

と
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

　

高
先
生
の
講
演
の
中
で
自
殺
の

危
険
因
子
（
精
神
障
害
、
家
庭
内

期
診
断
、
介
入
に
よ
り
進
行
を
抑

制
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
に

対
す
る
治
療
薬
は
、
現
状
使
用
で

き
る
の
は
ド
ネ
ペ
ジ
ル
な
ど
症
状

改
善
薬
の
み
で
あ
る
が
、
抗
ア
ミ

ロ
イ
ド
β
（
Ａ
β
）
抗
体
で
あ
る

「lecanemab

」
な
ど
、
疾
患
の

進
行
を
抑
制
す
る
薬
剤
が
開
発
さ

れ
、
現
在
臨
床
試
験
に
よ
る
検
証

が
な
さ
れ
て
い
る
。
近
い
将
来
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
に
対
す

る
治
療
に
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
が

起
き
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
れ
に

呼
応
す
る
か
た
ち
で
早
期
診
断
の

必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

葛
藤
、
学
校
生
活
上
の
問
題
、　

社
会
的
経
済
要
因
な
ど
）、
そ
れ

と
は
反
対
に
自
殺
の
保
護
因
子

（
心
身
の
健
康
、
協
力
的
な
家

族
、
社
会
へ
の
帰
属
感
、
趣
味
や

仕
事
の
や
り
が
い
な
ど
）
が
出
て

き
ま
し
た
。
私
は
日
頃
か
ら
お
気

楽
で
、
毎
日
、
ニ
コ
ニ
コ
と
診
療

を
こ
な
し
て
い
ま
す
。
家
に
帰
れ

ば
、
妻
が
温
か
い
夕
食
を
作
っ
て

ビ
ー
ル
を
冷
や
し
て
待
っ
て
く
れ

て
い
ま
す
。
休
日
も
充
実
し
て
お

り
、
自
殺
な
ど
あ
ま
り
考
え
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
妻
の
お
か
げ

で
す
。
ま
れ
に
患
者
さ
ん
が
診
療

所
で
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
た
り
す

る
と
落
ち
込
み
ま
す
が
、
妻
を
は

じ
め
周
り
の
ス
タ
ッ
フ
が
助
け
て

く
れ
て
こ
れ
ま
で
や
っ
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
も
、
ま
さ
に
自
殺

の
保
護
因
子
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

高
先
生
の
講
演
で
う
つ
傾
向
の

若
年
者
の
自
殺
が
多
い
と
い
う
こ

　

ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
型
認

知
症
の
早
期

診
断
に
関
し

て
、
実
臨
床

で
は
遅
延
再

生
、
近
似
記

憶
（
三
つ
の

単
語
や
物
を

提
示
し
て
、
し
ば
ら
く
し
て
か
ら

思
い
出
せ
る
か
）
の
確
認
が
有
用

で
あ
る
。
し
か
し
、
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
型
認
知
症
の
診
断
基
準
で

は
、
病
理
診
断
基
準
と
の
一
致
率

が
７
割
程
度
で
感
度
・
特
異
度
と

も
よ
く
な
い
。
家
族
性
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
病
で
は
Ｃ
Ｓ
Ｆ
中
の
Ａ
β

42
が
発
症
25
年
前
か
ら
低
下
し
始

め
る
一
方
、
臨
床
診
断
基
準
を
満

た
す
の
は
発
症
３
年
後
で
あ
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
（
Ｎ
Ｅ
Ｊ

Ｍ
誌　

２
０
１
２
年
）。

　

早
期
診
断
の
た
め
Ｃ
Ｓ
Ｆ
を
使

用
し
ア
ミ
ロ
イ
ド
（
Ａ
）、
タ
ウ

（
Ｔ
）、
ニ
ュ
ー
ロ
ン
の
損
傷

と
を
聞
き
、
最
近
あ
っ
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
し
た
。

　

20
歳
前
後
の
女
性
の
患
者
さ
ん

で
し
た
。
歯
茎
が
腫
れ
て
食
事
も

ま
ま
な
ら
ず
美
味
し
く
な
い
と
の

こ
と
で
、
腕
に
は
リ
ス
ト
カ
ッ
ト

の
跡
が
あ
り
、
非
常
に
暗
い
感
じ

の
方
で
し
た
。
確
か
に
歯
肉
が
腫

れ
て
お
り
、
口
腔
内
に
は
プ
ラ
ー

ク
が
た
く
さ
ん
つ
い
て
い
ま
し

た
。
何
か
あ
る
！
と
感
じ
た
私

は
、
気
さ
く
な
衛
生
士
を
担
当
に

し
て
、「
頑
張
っ
て
。
必
ず
良
く

な
る
か
ら
。
美
味
し
く
食
べ
ら
れ

る
か
ら
」
と
励
ま
し
て
、
Ｔ
Ｂ
Ｉ

（
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
）
を
徹
底

し
て
教
え
ま
し
た
。
１
週
間
後
に

来
院
し
た
と
き
に
は
歯
肉
の
腫
れ

も
な
く
な
り
、
プ
ラ
ー
ク
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
初
診
の
と
き
の

暗
さ
は
な
く
、
明
る
く
元
気
な
声

で
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ご
は
ん
が
美
味
し
い
」
と
い

（
Ｎ
）
の
程
度
に
よ
り
症
例
を
分

類
す
る
「
Ａ
Ｔ
Ｎ
分
類
」
を
用
い

る
こ
と
で
、
認
知
症
の
な
い
高
齢

者
に
お
け
る
記
憶
力
低
下
の
予
測

能
が
、
臨
床
的
／
遺
伝
的
情
報
だ

け
の
場
合
に
比
べ
て
改
善
さ
れ
る

こ
と
が
示
さ
れ
（
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ａ
誌　

２
０
１
９
年
）、
現
在
、
米
国
国

立
老
化
研
究
所
と
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ

ー
病
協
会
（
Ｎ
Ｉ
Ａ
―
Ａ
Ａ
）
の

作
業
部
会
は
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
研
究
の
「
枠
組
み
」
と
し
て
用

い
る
こ
と
を
推
奨
し
て
い
る
。
ア

ミ
ロ
イ
ド
、
タ
ウ
に
つ
い
て
は
Ｆ

Ｄ
Ｇ
―
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
査
を
用
い
る
手

法
も
あ
る
が
高
額
で
あ
り
実
臨
床

に
活
か
し
に
く
い
。

　

Ｃ
Ｓ
Ｆ
は
実
臨
床
で
簡
便
に
採

取
可
能
な
検
体
で
あ
り
、
Ａ
Ｔ
Ｎ

分
類
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
実
臨

床
に
お
け
る
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型

認
知
症
の
早
期
診
断
に
活
用
で
き

る
。

 

【
姫
路
市　

寺
田　

邦
彦
】

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
嬉
し

い
こ
と
に
、「
歯
科
衛
生
士
さ
ん

に
な
り
た
い
」
と
も
言
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
私
ど
も
の
診
療
所
で
、

や
り
が
い
、
協
力
的
な
周
囲
の
人

々
、
な
ど
の
保
護
因
子
が
働
い
て

い
た
ん
で
す
ね
。
そ
の
女
性
の
人

生
を
完
全
に
救
え
た
か
は
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
一
つ
の
支
え
る
力
に

は
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

住
職
で
も
あ
る
露
の
団
姫
さ
ん

の
落
語
を
通
じ
て
、
ま
た
高
先
生

の
精
神
科
医
と
し
て
、
ど
ち
ら
の

命
の
大
切
さ
を
伝
え
る
活
動
も
素

晴
ら
し
く
、
こ
れ
か
ら
自
分
も
こ

の
二
人
の
活
動
を
反
映
で
き
れ
ば

と
思
い
ま
し
た
。
今
回
の
企
画
も

素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。
爆
笑
し

な
が
ら
有
意
義
な
勉
強
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
長
田
区
・
歯
科

 

志
水
雄
一
郎
】

で
言
い
出
し
て
い
る
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
の
た
め
だ
け

で
あ
り
強
引
だ
」
と
回
答
し
た
。

ま
た
10
月
か
ら
実
施
さ
れ
た
75
歳

以
上
の
窓
口
負
担
２
割
化
に
つ
い

て
「
直
接
的
な
受
診
抑
制
が
少
な

か
っ
た
と
し
て
も
衣
食
住
に
関
わ

る
生
活
費
を
削
ら
ざ
る
を
得
な
い

な
ど
深
刻
な
実
態
が
既
に
出
て
い

る
。
今
か
ら
で
も
撤
回
す
る
べ
き

だ
」
と
訴
え
る
と
、「
現
場
か
ら

の
声
と
し
て
受
け
止
め
る
」
と
理

解
を
示
し
た
。

　

立
憲
民
主
党
の
井
坂
信
彦
衆
議

院
議
員
は
、
自
身
が
党
の
デ
ジ
タ

ル
政
策
Ｐ
Ｔ
事
務
局
長
で
あ
り
、

Ｉ
Ｔ
化
や
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ

ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
は
重

要
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務
化
や
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保
険
証
利
用

に
つ
い
て
「
政
府
の
極
端
な
進
め

方
で
は
、
取
り
残
さ
れ
る
人
が
出

て
く
る
。
台
湾
の
よ
う
な
高
齢
者

や
農
村
地
域
な
ど
を
取
り
残
さ
な

い
Ｉ
Ｔ
化
を
推
進
す
べ
き
」
と
回

答
し
た
。

　

日
本
維
新
の
会
の
池
畑
浩
太
朗

衆
議
院
議
員
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
の
義
務
化
に
つ
い
て
、

「
４
月
か
ら
の
義
務
化
は
現
実
的

で
は
な
い
と
思
う
」
と
話
し
た
。

　

ま
た
、
赤
穂
で
進
む
産
廃
施
設

の
計
画
に
つ
い
て
「
進
ん
で
い
る

計
画
を
白
紙
に
戻
す
の
は
難
し
い

と
思
う
が
、
地
元
を
二
分
し
て
い

る
問
題
で
あ
り
反
対
多
数
な
の
は

事
実
と
し
て
受
け
止
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
話
し
た
。

　

共
産
党
の
宮
本
岳
志
衆
議
院
議

員
は
、「
国
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
を
普
及
し
た
い
か
ら
と
、
医

療
機
関
に
設
置
を
強
制
す
る
法
的

根
拠
は
な
い
」
と
し
、
保
険
証
の

廃
止
に
つ
い
て
は
「
国
民
か
ら
保

険
証
を
取
り
上
げ
る
こ
と
は
受
療

権
の
侵
害
で
あ
り
憲
法
違
反
。
許

し
て
は
な
ら
な
い
」
と
回
答
。
川

西
副
理
事
長
は
「
保
険
証
を
人
質

に
取
る
卑
劣
な
や
り
方
だ
」
と
撤

回
を
訴
え
た
。

＃
い
の
ち
守
る
医
療

日
比
谷
野
音
で
ア
ピ
ー
ル

　

13
時
か
ら
は
日
比
谷
野
外
音
楽

堂
で
「
＃
い
の
ち
守
る　

医
療
・

社
会
保
障
を
立
て
直
せ
！
10
・
20

総
行
動
」
が
開
か
れ
、
全
国
か
ら

現
地
６
０
０
人
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参

加
を
加
え
る
と
１
１
０
０
人
が
集

ま
っ
た
。

　

集
会
で
は
「
長
期
化
す
る
コ
ロ

ナ
禍
は
政
府
が
進
め
て
き
た
医
療

・
介
護
な
ど
の
社
会
保
障
費
抑
制

政
策
の
弊
害
を
明
ら
か
に
し
ま
し

た
」
と
し
、「
新
自
由
主
義
に
よ

り
社
会
保
障
が
脆
弱
化
し
た
社
会

を
転
換
し
、
多
く
の
国
民
や
広
範

な
団
体
と
と
も
に
、『
い
の
ち
と

人
権
を
守
る
政
治
』
の
実
現
を
求

め
る
声
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
訴
え
る
集
会
ア
ピ
ー
ル
を

採
択
し
た
。

　

集
会
後
は
東
京
都
内
を
デ
モ
行

進
し
「
軍
事
費
削
っ
て
医
療
に
回

せ
」「
い
の
ち
を
守
れ
」
な
ど
を

訴
え
市
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

協
会
・
保
団
連
は
10
月
20
日
、
中
央
要
請
行
動
を
実
施
。
兵
庫
協

会
か
ら
川
西
敏
雄
・
白
岩
一
心
両
副
理
事
長
が
参
加
し
た
。
協
会

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務
化
と
保
険
証
廃
止
の
撤
回
を
求
め

る
医
師
・
歯
科
医
師
署
名
５
３
８
筆
を
政
府
・
厚
労
省
に
提
出
す
る

と
と
も
に
、
国
会
議
員
へ
会
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
声
を
紹
介
し
、
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
義
務
化
の
撤
回
を
強
く
求
め
た
。
盛
山
正
仁

（
自
民
）・
桜
井
周
（
立
民
）・
井
坂
信
彦
（
立
民
）・
池
畑
浩
太
朗

（
維
新
）・
宮
本
岳
志
（
共
産
）
各
衆
議
院
議
員
の
５
議
員
が
面
談

に
応
じ
た
。要

請
に
応
じ
る
盛
山（
①
右
）・
桜
井（
②
右
）・
井
坂（
③
右
）・
池
畑（
④
右
）・
宮
本（
⑤
右
）
各
議
員

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
の
早
期
診
断
に

Ｃ
Ｓ
Ｆ
検
査
が
有
用

文
化
部
・
尼
崎
支
部　

落
語
・
ト
ー
ク
の
夕
べ

文
化
部
・
尼
崎
支
部　

落
語
・
ト
ー
ク
の
夕
べ

●①

●③

●②

●⑤

●④

記念講演でCSF検査の有用性
について講演する樫林先生
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今
年
５
月
に
開
院
し
た
県
立
は
り
ま
姫
路
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

（
愛
称
：
は
り
姫
）
は
、
県
立
姫
路
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー
（
３
３
０

床
）
と
製
鉄
記
念
広
畑
病
院
（
３
９
２
床
）
が
統
合
し
て
で
き
た
７

３
６
床
の
姫
路
・
西
播
磨
地
域
で
最
大
規
模
の
病
院
だ
。
開
院
前
か

ら
責
任
者
と
し
て
新
病
院
計
画
を
進
め
て
き
た
木
下
芳
一
院
長
に
、

西
山
裕
康
理
事
長
と
宮
武
博
明
組
織
部
長
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。

西
播
磨
地
域
の

医
師
不
足
改
善
担
う

　

宮
武　

開
院
後
の
お
忙
し
い
時

期
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
お
引
き
受

け
い
た
だ
き
、
ま
た
、
保
険
医
協

会
に
ご
入
会
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

西
山　

本
日
は
新
病
院
の
特
色

や
開
院
ま
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど

を
お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す

が
、
ま
ず
、「
は
り
姫
」
と
い
う

病
院
の
愛
称
が
い
い
で
す
ね
。

　

木
下　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
市
民
や
職
員
の
公
募
で
決
ま

っ
た
も
の
で
、
対
抗
馬
は
「
は
り

せ
ん
」
で
し
た
が
別
の
イ
メ
ー
ジ

が
浮
か
ぶ
と
い
う
こ
と
で

（
笑
）。
開
院
か
ら
間
も
な
い
で

す
が
、
み
ん
な
に
「
は
り
姫
、
は

り
姫
」
と
言
っ
て
い
た
だ
き
、
短

期
間
で
広
ま
っ
て
い
て
、
う
れ
し

い
で
す
ね
。

　

西
山　

開
院
ま
で
の
経
緯
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

木
下　

こ
の
播
磨
姫
路
圏
域
、

特
に
西
播
磨
地
域
は
人
口
当
た
り

医
師
数
が
県
内
で
最
も
少
な
く
、

私
が
以
前
勤
務
し
て
い
た
島
根
県

な
ら
隠
岐
の
島
と
同
程
度
に
な
り

ま
す
。
毎
年
、
姫
路
市
周
辺
か
ら

医
学
部
に
進
学
す
る
人
は
１
０
０

人
ほ
ど
い
る
の
に
、
こ
の
地
域
に

戻
っ
て
き
て
い
な
い
の
で
す
。
医

師
不
足
に
よ
り
重
症
患
者
の
受
け

入
れ
困
難
事
例
が
他
地
域
の
倍
に

の
ぼ
っ
て
お
り
、
医
師
を
増
や
し

て
救
急
体
制
を
改
善
し
よ
う
と
い

う
の
が
、
新
病
院
の
も
と
も
と
の

プ
ラ
ン
で
す
。

　

そ
こ
で
、
高
齢
者
患
者
の
増
加

に
伴
い
、
循
環
器
疾
患
以
外
の
対

応
を
必
要
と
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え

て
い
た
県
立
姫
路
循
環
器
病
セ
ン

タ
ー
（
以
下
、
姫
循
）
を
総
合
病

院
化
し
よ
う
と
い
う
方
向
と
な

り
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
製
鉄
記

念
広
畑
病
院
（
以
下
、
広
畑
）
が

選
ば
れ
た
の
で
す
。

「
や
ら
な
い
こ
と
」

は
っ
き
り
示
し
連
携

　

宮
武　

民
間
病
院
と
県
立
病
院

の
統
合
と
い
う
の
は
、
聞
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
責
任
者
の
先

生
に
は
い
ろ
い
ろ
な
ご
苦
労
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

木
下　

新
病
院
の
責
任
者
に
と

い
う
お
話
を
い
た
だ
き
、
私
が
ま

ず
２
０
１
９
年
に
広
畑
の
病
院
長

に
就
い
た
と
き
は
、
な
ぜ
統
合
す

る
の
だ
、
そ
ん
な
大
き
な
病
院
は

い
ら
な
い
だ
ろ
う
、
と
い
う
声
を

よ
く
耳
に
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
ま
ず
、
四
つ
の
ミ
ッ
シ

ョ
ン
を
明
確
に
し
ま
し
た
。
救
命

救
急
、
高
度
専
門
医
療
、
人
材
育

成
、
臨
床
研
究
で
す
。
特
に
人
材

育
成
で
は
、
当
院
の
た
め
で
は
な

く
、
地
域
全
体
で
活
躍
で
き
る
総

合
内
科
的
な
能
力
を
持
っ
た
人
を

育
て
る
と
説
明
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
、「
何
を
や

ら
な
い
の
か
」
を
は
っ
き
り
示
し

ま
し
た
。
か
か
り
つ
け
医
や
回
復

期
機
能
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
、

慢
性
透
析
、
一
般
健
診
は
行
わ

ず
、
当
院
は
高
度
急
性
期
の
救
急

と
専
門
医
療
に
特
化
す
る
の
で
、

他
の
病
院
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
助
け

て
ほ
し
い
と
、
ポ
ス
タ
ー
を
何
回

も
つ
く
る
な
ど
し
て
繰
り
返
し
説

明
す
る
と
、
少
し
ず
つ
理
解
が
進

ん
で
き
ま
し
た
。

　

西
山　

大
病
院
が
地
域
の
患
者

も
医
師
も
す
べ
て
引
き
付
け
て
し

ま
っ
て
は
、
周
囲
の
医
療
機
関
と

の
連
携
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

　

木
下　

え
え
、
地
域
医
療
に
は

協
力
体
制
が
重
要
で
す
。

　

そ
れ
と
、
県
立
と
な
る
新
病
院

に
、
広
畑
の
職
員
は
雇
用
さ
れ
る

の
か
と
い
う
懸
念
が
強
く
あ
り
ま

し
た
が
、
採
用
試
験
と
し
て
面
接

を
行
い
、
希
望
者
の
多
く
を
新
病

院
で
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
県
職
員
は
病
院
以
外
の
部
門

に
も
異
動
し
ま
す
が
、
広
畑
に
は

長
年
働
き
病
院
の
事
務
的
な
業
務

を
よ
く
ご
存
じ
の
方
が
多
く
、
非

常
に
助
か
り
ま
し
た
。

　

待
遇
面
で
も
、
看
護
師
や
事
務

職
員
で
は
全
体
と
し
て
の
待
遇

は
、
県
の
方
が
よ
く
、
医
師
も
長

期
間
勤
務
の
幹
部
の
方
以
外
は
同

様
だ
っ
た
の
で
、
大
き
な
問
題
は

起
き
ず
に
済
み
ま
し
た
。

　

病
院
建
築
や
設
備
関
係
で
は
苦

労
続
き
で
、
壁
の
厚
さ
が
当
初
の

設
計
と
違
っ
た
り
、
会
計
の
機
械

を
す
べ
て
稼
働
さ
せ
よ
う
と
し
た

ら
電
圧
が
足
り
な
か
っ
た
り
、
電

話
が
つ
な
が
り
に
く
い
な
ど
、
次

々
に
起
き
る
ト
ラ
ブ
ル
を
一
つ
ひ

と
つ
改
善
し
な
が
ら
、
進
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

西
山　

病
院
統
合
に
あ
た
り
、

地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
を
作
ら

れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
が
、
現
在

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

　

木
下　

推
進
法
人
は
県
立
と
民

間
と
い
う
管
理
者
が
全
く
違
う
病

院
を
統
合
す
る
に
あ
た
っ
て
、
共

同
で
準
備
を
行
い
、
事
務
手
続
き

を
取
り
ま
と
め
る
た
め
に
立
ち
上

げ
た
も
の
で
す
の
で
、
新
病
院
開

院
時
に
解
散
し
て
い
ま
す
。
同
法

人
に
は
利
点
も
あ
り
ま
す
が
、
法

人
グ
ル
ー
プ
外
の
医
療
機
関
に
は

疎
外
感
を
与
え
か
ね
ま
せ
ん
。
全

国
的
に
も
、
地
域
の
全
医
療
機
関

が
入
っ
て
い
る
な
ど
上
手
に
利
用

す
る
の
に
気
を
つ
か
う
点
も
あ

り
、
公
立
・
公
的
病
院
が
入
っ
て

有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
る
も
の

は
、
ご
く
一
部
に
限
ら
れ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

宮
武　

先
日
、
当
会
の
入
会
案

内
に
伺
っ
た
と
き
に
、
二
つ
の
病

院
で
、
性
格
が
全
く
違
う
と
仰
っ

て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　

木
下　

え
え
、
統
合
準
備
に
あ

た
り
、
私
は
両
病
院
に
勤
め
ま
し

た
が
、
組
織
と
し
て
の
性
格
が
全

く
違
う
の
で
す
。
診
療
報
酬
改
定

な
ど
変
化
が
あ
る
と
、
広
畑
は
、

す
ぐ
に
対
応
し
よ
う
と
動
き
、
走

り
な
が
ら
改
善
し
ま
す
。
一
方
、

姫
循
は
ま
ず
対
応
を
よ
く
議
論
し

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
す
。

　

川
を
渡
る
場
合
に
例
え
る
と
、

広
畑
は
近
く
に
落
ち
て
い
る
物
干

し
竿
を
見
つ
け
た
ら
、
そ
の
長
さ

な
ど
は
気
に
せ
ず
、
と
に
か
く
川

の
真
ん
中
に
突
き
立
て
て
飛
ん
で

み
る
。
姫
循
は
物
干
し
竿
を
無
視

し
、
木
の
橋
が
あ
っ
て
も
渡
ら
ず

石
の
橋
を
探
し
、
石
の
橋
を
見
つ

け
た
ら
ト
ン
カ
チ
で
叩
い
て
、
大

丈
夫
と
分
か
っ
た
ら
、
さ
ら
に
誰

か
ら
渡
る
の
か
検
討
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
患
者
を
初
め
て
受

け
入
れ
た
と
き
も
、
広
畑
は
受
け

入
れ
要
請
が
あ
る
と
、
す
ぐ
に
応

諾
の
返
事
を
し
て
対
応
し
ま
し

た
。
一
方
、
姫
循
は
受
け
入
れ
開

始
時
期
は
遅
く
な
り
ま
し
た
が
、

元
々
体
制
が
整
っ
て
い
ま
し
た
の

で
、
受
け
入
れ
る
と
決
ま
っ
た
後

は
多
く
の
患
者
を
受
け
入
れ
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
長
所
も
短
所
も
あ

る
の
で
、
双
方
の
良
い
点
を
取
り

入
れ
て
い
く
こ
と
が
新
病
院
で
は

大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

県
立
病
院
と
し
て

救
急
に
注
力

　

宮
武　

開
院
後
、
研
修
医
の
マ

ッ
チ
ン
グ
結
果
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　

木
下　

広
畑
は
初
期
研
修
医
の

定
員
が
８
人
で
し
た
。
新
病
院
で

は
14
人
の
定
員
に
対
し
、
来
春
の

応
募
者
は
60
人
と
４
倍
以
上
の
倍

率
に
な
っ
て
お
り
、
非
常
に
多
く

の
研
修
医
に
興
味
を
持
っ
て
い
た

だ
い
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
と

手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

宮
武　

す
ば
ら
し
い
で
す
ね
。

先
生
の
ご
努
力
の
賜
物
と
思
い
ま

す
。

　

西
山　

地
域
の
開
業
医
と
の
関

わ
り
も
非
常
に
密
に
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

木
下　

は
い
、
紹
介
い
た
だ
く

入
院
患
者
の
多
く
は
周
辺
の
病
院

か
ら
、
外
来
患
者
の
多
く
は
周
辺

地
域
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
か
ら
で
す
の

で
、
病
院
・
診
療
所
ど
ち
ら
も
重

要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
域
連
携
懇
談
会
も
行
っ
て
い

ま
す
し
、
救
急
や
循
環
器
、
脳
卒

中
、
気
胸
、
外
傷
な
ど
の
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
も
多
数
用
意
し
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
必
要
に
あ
わ
せ
て
消

防
や
病
院
だ
け
で
な
く
、
地
域
の

診
療
所
と
も
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
医
療
機
関
専
用
の
救

急
ダ
イ
ヤ
ル
が
あ
り
、
い
つ
で
も

当
院
で
対
応
で
き
る
よ
う
な
体
制

を
と
っ
て
い
ま
す
。

　

西
山　

そ
れ
は
安
心
に
つ
な
が

り
ま
す
ね
。

　

宮
武　

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
で
は
看

護
師
の
役
割
が
重
要
と
思
い
ま
す

が
、
体
制
は
い
か
が
で
す
か
。

　

木
下　

救
急
の
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
日
勤

帯
は
21
人
、
夜
勤
帯
は
10
人
、
救

急
初
療
エ
リ
ア
に
８
人
ほ
ど
お
り

ま
す
。
そ
れ
で
も
一
度
に
心
カ
テ

を
２
例
行
う
と
十
分
な
救
急
受
け

入
れ
が
困
難
に
な
り
ま
す
。
現
在

は
ま
だ
全
病
床
を
稼
働
で
き
て
お

ら
ず
、
来
年
春
に
フ
ル
稼
働
す
る

計
画
で
す
の
で
、
そ
れ
ま
で
に
は

救
急
初
療
の
看
護
師
を
増
や
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

宮
武　

す
ば
ら
し
い
体
制
で
す

ね
。
た
だ
、
こ
れ
だ
け
救
急
部
門

に
重
点
を
置
く
と
、
経
営
的
に
は

苦
し
い
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

木
下　

は
い
、
救
急
が
病
院
機

能
の
半
分
を
占
め
ま
す
が
、
診
療

報
酬
上
の
加
算
要
件
を
す
べ
て
満

た
し
て
も
、
救
急
は
赤
字
に
な
る

と
思
い
ま
す
の
で
、
非
常
に
苦
し

い
と
こ
ろ
で
す
。

　

西
山　

救
急
な
ど
の
不
採
算
部

門
は
公
立
病
院
が
担
う
べ
き
重
要

な
役
割
の
一
つ
で
す
か
ら
、
県
民

の
理
解
を
得
て
、
県
が
財
政
負
担

す
る
こ
と
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

　

木
下　

そ
の
通
り
で
す
。
経
営

的
に
考
え
る
と
、
当
院
の
よ
う
な

救
急
に
特
化
し
て
、
維
持
透
析
も

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
も
一
般
健
診

も
行
わ
な
い
病
院
と
い
う
の
は
成

り
立
ち
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
地
方

公
営
企
業
法
に
基
づ
く
総
務
省
が

定
め
て
い
る
基
準
に
基
づ
い
て
繰

入
金
を
計
算
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
繰
入
金
を
加
算
す
る

と
、
何
と
か
赤
字
に
な
ら
ず
に
運

用
で
き
る
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
当
は
も
う
少
し
補
助
金
を
増
や

し
て
く
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
が

（
笑
）。

　

西
山　

施
設
基
準
な
ど
で
は
、

当
会
の
サ
ポ
ー
ト
が
お
役
に
立
て

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

木
下　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
要
件
を
満
た
す
の
が
非
常
に

大
変
で
、
し
か
も
頻
繁
に
変
更
と

な
り
苦
労
し
て
い
ま
す
の
で
、
保

険
医
協
会
に
サ
ポ
ー
ト
い
た
だ
け

る
と
大
変
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

そ
れ
と
、
高
齢
者
が
増
え
て
い
く

中
で
、
救
急
患
者
も
そ
の
多
く
が

高
齢
者
の
た
め
、
在
宅
医
療
が
重

要
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
在
宅
医
療
と
の
連
携
や
そ
の

サ
ポ
ー
ト
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
ね
。

　

宮
武　

在
宅
医
療
と
の
連
携

は
、
協
会
と
し
て
も
課
題
と
感
じ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
意
見
を
受
け

止
め
、
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
充
実
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

西
山　

「
は
り
姫
」
が
地
域
住

民
か
ら
、
大
事
な
病
院
だ
と
理
解

さ
れ
、
大
き
く
発
展
さ
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

木
下　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
私
の
目
標
は
、
診
療
圏
外
か

ら
来
ら
れ
る
患
者
が
５
％
い
る
病

院
で
す
。
他
の
地
域
か
ら
も
た
く

さ
ん
患
者
さ
ん
が
来
て
、
地
元
の

人
か
ら
「
う
ち
の
町
に
は
『
は
り

姫
』
が
あ
る
ん
よ
」
と
言
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
病
院
を
め
ざ
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

宮
武　

先
生
な
ら
き
っ
と
実
現

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
本
日
は
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

地域地域でで活躍できる人活躍できる人をを育てる病院育てる病院にに
特別インタビュー　県立はりま姫路総合医療センター　木下　芳一院長

西山 裕康 理事長

宮武 博明 組織部長

【きのした　よしかず】1980年神戸大学卒業、87年ミ
ネソタ州メイヨークリニックへ留学（リサーチフェロ
ー）、97年島根医科大学第２内科教授、2002年同大学附
属病院光学医療診療部部長、03年島根大学医学部第二
内科学教授、2004年島根大学医学部副学部長、07年同
大学医学部学部長、12年同大学医学部附属病院副院長、
19年製鉄記念広畑病院病院長、20年県立姫路循環器病
センター院長
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（
１
面
か
ら
の
つ
づ
き
）

　

協
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
後
後
遺
症
及
び
ワ
ク
チ

ン
接
種
後
の
副
反
応
に
関
し
て
、

県
内
の
臨
床
医
の
考
え
を
把
握
す

る
た
め
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
に
対
す
る
第
９
回

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
実
施
し

た
。
結
果
の
詳
細
を
掲
載
す
る
。

詳

報

第９回新型コロナ感染拡大に対するアンケート調査結果

後遺症や副反応について科学的な調査を後遺症や副反応について科学的な調査を
後
遺
症
患
者
受
け
入
れ

４
割
以
上
の
医
療
機
関
で

　

回
答
し
た
医
療
機
関
が
対
応
し

た
、
全
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
者
の
割
合
に
占
め
る
後
遺
症
患

者
の
割
合
は
３
・
２
％
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
後
遺
症
患
者
の
診
療
に

つ
い
て
は
、
回
答
し
た
医
療
機
関

の
う
ち
40
・
３
％
が
受
け
入
れ
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

受
け
入
れ
医
療
機
関
を
標
榜
科
別

に
み
る
と
、
耳
鼻
咽
喉
科
、
内

科
、
外
科
、
小
児
科
、
整
形
外

科
、
精
神
科
の
順
で
多
く
（
図

１
）、
様
々
な
標
榜
科
が
対
応
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
後
遺
症
の
症

状
の
多
様
さ
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。

　

具
体
的
な
症
状
と
し
て
、
味
覚

・
嗅
覚
障
害
、
ブ
レ
イ
ン
フ
ォ

グ
、
抑
う
つ
、
帯
状
疱
疹
等
が
挙

げ
ら
れ
た
。

多
く
の
診
療
科
で

副
反
応
に
対
応

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
、
直
後
の

発
熱
・
筋
肉
痛
等
の
軽
微
な
も
の

を
除
い
た
副
反
応
を
訴
え
た
患
者

は
接
種
者
の
１
・
５
％
だ
っ
た
。

　

副
反
応
に
対
す
る
相
談
を
受
け

て
い
る
医
療
機
関
は
全
体
の
35
・

２
％
に
上
っ
た
。
標
榜
科
別
に
み

る
と
、
調
査
し
た
12
標
榜
科
の
す

べ
て
が
副
反
応
相
談
を
受
け
て
お

り
、
整
形
外
科
、
麻
酔
科
、
精
神

科
と
い
っ
た
、
感
染
症
診
療
と
関

係
の
少
な
い
医
療
機
関
で
も
一
定

割
合
で
相
談
を
受
け
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
（
図
２
）。

　

具
体
的
な
症
状
と
し
て
、
全
身

倦
怠
感
で
就
労
不
能
、
帯
状
疱

疹
、
喘
息
発
作
の
悪
化
、
肩
関
節

障
害
が
挙
げ
ら
れ
た
他
、
因
果
関

係
が
証
明
で
き
な
い
も
の
も
含
め

て
５
人
の
死
亡
例
が
報
告
さ
れ

た
。第

７
波
で
は
大
半
が

ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
感
染

　

第
７
波
の
コ
ロ
ナ
患
者
の
う

で
、
ワ
ク
チ
ン
の
感
染
予
防
効
果

が
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
こ
と
が
う

か
が
わ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

　

今
後
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い

て
意
見
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
賛

成
」
と
回
答
し
た
の
は
34
・
３

％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
賛

成
」
が
28
・
７
％
で
、
合
わ
せ
て

63
・
０
％
だ
っ
た
。「
ど
ち
ら
と

も
言
え
な
い
」
は
24
・
５
％
だ
っ

た
。「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
反

対
」
は
３
・
６
％
、「
反
対
」
が

４
・
２
％
で
、
合
わ
せ
て
７
・
８

％
だ
っ
た
（
図
３
）。
小
児
の
定

期
接
種
ワ
ク
チ
ン
で
は
、
こ
れ
ほ

ど
反
対
意
見
が
み
ら
れ
る
こ
と
は

な
く
、
臨
床
医
の
間
で
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
有
効

性
と
安
全
性
の
評
価
が
一
致
し
て

い
な
い
と
言
え
る
結
果
と
な
っ

た
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、
重

症
化
・
死
亡
予
防
効
果
、
感
染
予

防
効
果
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ

ろ
、
そ
れ
ぞ
れ
「
あ
る
」
と
の
回

答
は
93
・
７
％
、
64
・
１
％
だ
っ

た
。
副
反
応
リ
ス
ク
に
つ
い
て

は
、「
低
い
」
と
の
回
答
が
82
・

９
％
に
上
っ
た
（
図
４
）。

　

ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る
自
由
記
入

欄
に
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

は
初
期
に
比
べ
、
重
症
感
が
格
段

に
低
下
し
て
い
る
と
思
う
。
こ
の

原
因
は
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
に
よ
る

と
こ
ろ
も
大
き
い
と
思
う
」
と
い

う
意
見
か
ら
、「
接
種
者
も
非
接

種
者
も
同
じ
よ
う
に
罹
患
し
て
い

る
。
ま
っ
た
く
効
果
は
な
い
。
効

果
が
な
い
と
い
う
か
、
接
種
者
に

有
害
事
象
が
多
発
し
て
い
る
」
と

い
う
意
見
ま
で
様
々
な
コ
メ
ン
ト

が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

今
回
の
結
果
よ
り
、「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
後
の
後
遺

症
」 「
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
副
反

応
」
に
関
し
て
は
、
特
に
長
期
的

に
未
知
の
部
分
が
少
な
く
な
く
、

そ
の
解
明
の
た
め
に
積
極
的
な
調

査
体
制
の
整
備
が
必
要
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

と
り
わ
け
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の

死
亡
例
等
に
関
し
て
は
、
よ
り
詳

細
な
調
査
を
行
い
、
補
償
等
救
済

を
積
極
的
に
行
う
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
今
後
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
関
し
て
、
臨
床
医
に
十
分
な
意

見
の
一
致
が
見
ら
れ
な
い
た
め
、

国
は
、
判
断
材
料
と
な
る
各
種
ワ

ク
チ
ン
の
「
有
効
性
」
と
「
安
全

性
」
に
関
し
て
、
そ
の
時
々
の
デ

ー
タ
に
基
づ
く
エ
ビ
デ
ン
ス
を
明

確
に
す
べ
き
で
あ
る
。
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28.7%
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図３　今後のワクチン接種について

図４　今後のワクチン接種についての回答理由（全体）

アンケート概要
・実施期間　2022年９月26日～10月12日
・対　　象　協会医科診療所・病院会員　3,224件
・有効回答　335件（回答率＝10.3%）
回答した会員の標榜科（主なもの一つのみ選択）
病　院 内　科 小児科 精神科 外　科 整形外科 産婦人科
5.4％ 45.4％ 5.1％ 4.8％ 5.7％ 7.8％ 3.9％
眼　科 耳鼻咽喉科 皮膚科 泌尿器科 麻酔科 その他 無回答
3.9％ 3.9％ 4.8％ 2.7％ 1.5％ 4.8％ 0.6％

図１　新型コロナウイルス感染症後遺症の患者を
　　受けている医療機関の割合【標榜科別】

図２　ワクチン接種後の副反応に関する相談を
　　　受けている医療機関の割合【標榜科別】

協 会の 共済制度

もっと便利な積立制度

※秋の受付は「一時払」の追加受付のみです。

次回受付は
来年４月１日開始です

選
ん
で

  

よ
か
っ
た
！

あっちこっちで
保険に入ったから
整理がつかない

協会の共済は
ご加入内容をまとめて管理。
ワンストップサービスを

提供します。

秋の共済制度募集 好評受付中！ ☎ 078-393-1805お問合わせは共済部まで

ドクターに最適を提供します

ち
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
後
の
患
者
の
割

合
は
、
73
・
３
％
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ホイホイ漫画37 長田区　ぽん太withＴ.Ｔ.

カード普及になりふり構わず１ カード普及になりふり構わず２

　近年プライマリ・ケア外来や訪問診療においては、多疾患併存をはじめ
とする複雑な健康問題や下降期の慢性疾患に対応する場面が増えており、
従来型の医学的診断治療だけではマネージメントできない事例も少なくあ
りません。こうした健康問題の対応には、ガイドラインやアルゴリズム、
標準化治療ではなく、より患者や患者をとりまく状況の個別性を重視する
ことが必要です。今回の講演では、最近の家庭医療学で重視されている患
者の個別性を重視したナラティブな臨床的方法論を具体的な症例を通じて
紹介したいと思います。 【藤沼　記】

持ち物　弁当・水筒・懐中電灯。歩きやすい服装と靴など
参加費はいずれも200円。JR西宮名塩駅から武田尾駅まで廃線跡を歩きます

プライマリ・ケア外来診療をちょっと
おもしろくするいくつかの臨床的方法
日　時　11月26日（土）17時～　　会　場　協会５階会議室
※講師は来場せず現地からZoomによる講演となります。
※ 会員の先生方には可能な限りZoomによるオンライン視聴をお願いして
おりますが、インターネット環境その他でZoom視聴が困難な場合はご
来場ください。
講　師　日本医療福祉生活協同組合連合会
　　　　家庭医療学開発センター　センター長　藤沼　康樹先生
参加費　無料

URL（https://is.gd/tdYJcb）または二次元コード
からお申し込みください。案内メールが送付されます。
来場参加の申し込みは☎078－393－1840まで

員員 稿稿
会 投

（
前
号
か
ら
の
続
き
）

　

人
間
の
考
え
方
、
行
動
は
文
明

が
進
歩
し
て
も
少
し
も
変
化
が
な

い
。
諸
子
百
家
の
思
想
家
に
ど
の

よ
う
に
弁
明
す
べ
き
か
？　

司
馬

遷
が
再
び
筆
者
の
夢
の
世
界
に
時

空
を
越
え
て
出
現
し
た
ら
「
当

方
、
お
宅
の
陳
寿
の
魏
志
倭
人
伝

に
出
て
く
る
邪
馬
台
国
の
周
辺
に

住
む
倭
人
の
末
裔
の
薬
師
で
す

が
、
人
間
の
行
動
原
理
、
全
く
進

歩
し
て
い
ま
せ
ん
。
す
み
ま
せ

ん
、
お
か
げ
で
今
で
も
諸
子
百
家

の
先
生
方
の
書
（
木
簡
、
竹
簡
）

の
金
言
、
箴
言
が
大
変
役
に
立
っ

て
マ
ス
」
日
本
の
た
め
、
為
政
者

に
薫
陶
し
て
一
番
読
ん
で
も
ら
い

た
い
が
…
。

　

国
外
に
目
を
向
け
る
と
、
さ
ら

に
今
で
も
覇
権
主
義
国
家

（hegemonie

国
家
）
の
存
在
が

貴
殿
の
い
た
春
秋
戦
国
時
代
〜
前

漢
の
時
代
と
そ
ん
な
に
変
わ
り
は

な
い
。
弓
や
槍や

り

、
戟げ

き

で
な
く
も
っ

と
殺
傷
力
の
あ
る
武
器
を
使
っ
て

い
る
。
繰
り
返
す
が
、
正
に
「
殷い

ん

鑑か
ん

遠
か
ら
ず
」、
反
省
し
て
い
な

い
。

　

最
後
に
『
金
剛
経
』
に
由
来
す

る
四
字
熟
語
に
「
電で

ん

光こ
う

朝
ち
ょ
う

露ろ

」

と
い
う
文
言
が
あ
る
。
平
家
物
語

（
11
巻
）
に
も
出
て
く
る
が
、
人

生
の
は
か
な
き
こ
と
の
形
容
で

「
況

い
わ
ん
や
『
電
光
朝
露
』
の
下
界
の

命
に
お
い
て
を
や
…
」。「
電
光
」

と
は
稲
妻
が
ピ
カ
ッ
と
光
る
一
瞬

の
光
、
電
光
（
戦
争
の
意
味
）
は

ま
た
「
朝
露
」
ア
サ
ツ
ユ
か
も
知

れ
ん
が
葉
に
つ
い
た
朝
露
は
日
光

で
す
ぐ
消
え
る
（
儚
い
意
味
）
と

同
時
に
、
中
国
の
政
治
は
早
朝
に

行
わ
れ
る
の
で
、「
朝
」
は
国
家

を
意
味
す
る
語
と
な
り
、
朝
廷
、

王
朝
と
言
う
が
如
く
朝
露
は
ロ
シ

ア
の
政
治
が
短
い
こ
と
を
暗
示
し

て
い
る
の
か
？　

「
露
」
は
ロ
シ

ア
の
意
味
、
偶
然
の
一
致
か
？　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
今
日
、「
浮プ

ー

沈チ
ン

」
氏
は
「
邯か

ん

鄲た
ん

の
夢
」
か
「
黄こ

う

粱り
ょ
う

一い
っ

炊す
い

の
夢
」
を
見
て
い
る
の

か
？　

何
か
を
予
言
し
て
い
る
の

か
？　

表
意
文
字
、
漢
字
に
は
深

淵
な
意
味
が
あ
り
古
文
漢
文
の
教

科
書
の
世
界
と
同
じ
こ
と
を
今
も

繰
返
し
て
い
る
。

　

（ein G
eschicht der 

dauer
）「
古

い
に
し
えを
鏡
と
す
れ
ば
興こ

う

替た
い

を
知
る
べ
し
」。
政
権
交
代
、
国

家
の
崩
壊
も
起
こ
り
得
る
。「
電

光
朝
露
」
は
世
の
儚
さ
を
意
味
し

て
る
だ
け
と
は
思
え
な
い
今
日
こ

の
頃
で
あ
り
ま
す
な
ぁ
〜
。

世
相
巷
談
（
Ⅰ
）

〔
古
代
中
国
の
賢
人
か
ら
学
ぶ
〕

 

―
（
殷い

ん

鑑か
ん

遠
か
ら
ず
）―
㊦

明
石
市　
　

永
本　
　

浩

ボラザＧ軟膏の減点・一部復活事例
〈患者〉社保・51歳男性
〈診療年月〉2021年11月
〈主な傷病名・診療開始日〉
　脱出性内痔核　　2021年11月５日 慢性便秘　　　　2021年11月５日
　腹部膨満　　　　2021年11月５日 肛門周囲皮膚炎　2021年11月19日
〈主な請求内容〉
　初診料　288×１
　再診料　 73×２
（処置薬剤）
　　ボラザＧ軟膏 2.4g ６×１　
　　ボラザＧ軟膏 2.4g、ケトプロフェン坐剤 75mg「JG」１個 ９×１　
　痔核手術「２　硬化療法（四段階注射法によるもの）」 4,010×１　
（手術薬剤）
　　ジオン注無痛化剤付 10ml（希釈液付）１瓶 455×１　
　肛門鏡検査 200×１　
（検査薬剤）
　　ボラザＧ軟膏 2.4g、ケトプロフェン坐剤 75mg「JG」１個 ９×１　
　処方箋料 68×３　
〈主な処方内容（内服薬は省略）〉
　リンデロン－VG軟膏0.12％ 10g（１日３～４回　肛門周囲に塗布） 28×１　
　ネリザ軟膏 28g 45×２　
　ボラザＧ軟膏 67.2g 177×１　
〈減点内容〉
　ボラザＧ軟膏 67.2g　177×１→０（Ｃ項査定（Ａ・Ｂ以外の医学的理由））
〈協会コメント〉
　ボラザＧ軟膏の効能・効果は「痔核に伴う症状（出血、疼痛、腫脹）の緩
解」及び「裂肛に伴う症状（出血、疼痛）の緩解、裂創上皮化の促進」です
が、使用を始めた11月19日は「肛門周囲皮膚炎」の診療開始日と重なってお
り、同疾患への処方として査定された可能性もあります。ネリザ軟膏からボ
ラザ軟膏へ変更されたとのことですが、その流れやリンデロン－VG軟膏と
の併用などについて、必要性等記載の上、再審査請求されてはいかがでしょ
うか。
〈再審査請求コメント〉
　当患者は令和３年11月５日に脱出性内痔核の症状にて初診来院。手術を検
討の上、７日分のネリザ軟膏28gを処方。11月12日の外来にてジオン注によ
る痔核硬化療法術を施行し、当日、出血や疼痛を和らげるためネリザ軟膏７
日分28gを処方。11月19日に再来院し、痔核症状が安定しているためネリザ
軟膏からボラザ軟膏に変更し、14日分67.2gを処方。しかし、肛門周囲炎の
皮膚炎症が現れていたため、同日に別途リンデロン－VG軟膏を処方。査定
となった11月19日分のボラザ軟膏14日分67.2gは、痔核症状に対し術後より
症状観察し処方したもの。
〈再審査請求結果〉
　０g→処方量の半量の33.6gが復活

第591回診療内容向上研究会診療内容向上研究会

武庫川ウォッチング武庫川ウォッチング企画紹介

お申し込みは、☎078－393－1807 伊地知まで

日　時　 11月13日（日） 
９時30分～15時頃

　　　　 （当日朝８時時点の降水確
率が午前午後どちらかで50
％以上の場合20日に延期）

集　合　JR宝塚駅９時30分
主　催　 武庫川づくりと流域連携

を進める会

「武田尾峡谷自然観察」
日　時　 11月23日（水・祝） 

９時30分～14時30分頃 
（小雨決行）

集　合　JR西宮名塩駅前９時30分
主　催　 21世紀の武庫川を考える

会

「紅葉の武庫川渓谷探訪」
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世界における糞便移植の
現状と将来展望（上）

はじめに
　ヒトの腸管には1000種を超える腸
内細菌が口腔内から肛門に至るまで
幅広く生息しており、その総数は
100兆個を超えるといわれている。
近年、次世代シーケンサーの登場に
より、培養によらない腸内細菌叢の
網羅的な解析が可能になると、腸内
細菌叢の異常が多くの疾患に関与し
ていることが判明し、腸内細菌叢と
疾患のかかわりが注目されるように
なった。
　腸内細菌叢の攪乱であるdysbiosis
は感染性腸炎をはじめとする腸管の
感染症のみならず、炎症性腸疾患や
肝臓疾患、糖尿病やメタボリックシ
ンドロームなどの代謝疾患、自閉症
などの精神疾患など腸管外の様々な
疾患にも関与していることが明らか
になってきた。
　腸内細菌をターゲットとした治療
としては以前よりプロバイオティク
スやプレバイオティクスが薬剤やサ
プリメントとして用いられている
が、近年では腸内細菌叢をターゲッ
トとした糞便移植療法（fecal 
microbiota transplantation:FMT）が
新たな選択肢として注目されてい
る。ただし、現時点で有効性が確立
さ れ て い る の はClostridioides 
diff ici le感 染 症（Clostridioides 
difficile infection:CDI）のみで、他
疾患に対するFMTは研究段階であ
る。
　本稿では、FMTの方法、消化管疾
患に対するFMTの効果や偶発症など
最近の話題に関して概説する１）。

１．FMTの方法
　ドナーは60歳未満が望ましいとさ
れ、記述式の問診とFMT前４週間以
内の採血、便検査によるスクリーニ
ングが必要である。便は排泄後６時
間以内に処理し、50g以上、最低で
も30gが必要である。具体的には生
理食塩水で機械または用手的に混
和、濾過する。凍結する場合はグリ
セロールを終濃度10％で添加し、
-80℃で凍結、FMT直前に37℃の湯
浴で融解して６時間以内に使用す
る。CDIのFMTにおいては嫌気的条
件下での便処理は必須ではなく、ま
た新鮮便でも凍結便でもCDIに対す
る効果は同じと報告されている。
　腸内細菌の３分の１は芽胞を形成
し、酸素抵抗性であるが、炎症性腸
疾 患（ i n f l a m m a t o r y b o w e l 
disease:IBD） や過敏性腸症候群
（irritable bowel syndrome:IBS）の
患者は嫌気性菌が減少しているた
め、嫌気処理によるFMTの方が良い
かもしれない。
　CDIに対するFMT前には抗菌薬で
Clostridioides difficileの菌量を減ら
しておくことが勧められ、具体的に
はFMT前に少なくとも３日間はバン
コマイシンかフィダキソマイシンで
治療し、FMT直前12～48時間前に抗
菌薬は中止することが推奨されてい
る２）。

２． Clostridioides difficile
感染症（CDI）

　CDIは抗菌薬使用等により腸内細
菌叢の数や種類が減少し、菌交代現
象が生ずることで発症する。治療
は、メトロニダゾールやバンコマイ
シン、フィダキソマイシンによる抗
菌薬治療が主流であるが、繰り返す
再発例に対しては、近年腸内細菌叢
のdysbiosisを劇的に回復させるFMT
が欧米を中心に世界中で行われるよ
うになっている。
　FMTは近代医学ではアメリカの
Eisemanらが偽膜性腸炎に対する効
果を1958年に発表したのが最初で
３）、次いでスウェーデンのSchwanら
は嫌気的に調整された便を用いた
FMTの再発性CDIに対する有効性を
1983年に発表した４）。
　2000年頃より高病原性株の出現に
より重症例含めCDI患者数は増加し
５）、2013年にオランダのvan Noodら
がFMT単回投与で81％、複数回投与
で94％の劇的なCDI再発抑制効果と
腸内細菌叢の多様性回復を示した報
告６）を皮切りにFMTは一気に世界
中に広まった。アメリカやオランダ
では全国規模の糞便バンクが設立さ
れ、再発性CDIの治療に用いられて
いる。2017年に発刊された米国医療
疫 学 学 会（ The S o c i e t y f o r 
H e a l t h c a r e E p i d em i o l o g y o f 
America: SHEA）／米国感染症学会
（The Infectious Diseases Society 
of America: IDSA）の改訂ガイドラ
インでは２回以上の再発例にはバン
コマイシン漸減療法、バンコマイシ
ン後のリファキシミン、フィダキソ
マイシンと並んでFMTが推奨されて
いる７）。
　2021年に公開された欧州臨床微生
物感染症学会（European Society of 
Clinical Microbiology and Infectious 
Disease: ESCMID）の成人CDIに対
する治療ガイダンスでは初期治療は
可能な限りdysbiosisの原因となった
抗菌薬を中止した上で、第一選択肢
はフィダキソマイシン、第二選択肢
はバンコマイシン、どちらも使えな
い場合はメトロニダゾールとなって
いる。ベズロトクスマブ（トキシン
Ｂヒトモノクローナル抗体）はうっ
血性心不全患者には使用注意だが、
高齢（65歳以上）かつ医療施設発
症、３カ月以上の長期入院、抗菌薬
併用、酸分泌抑制剤投与などの再発
リスクの高い場合でフィダキソマイ
シンが使えない場合は使用を検討す
る。
　２回以上再発した際の第一選択肢
はFMT、重症難治性CDIに対しては
バンコマイシンまたはフィダキソマ
イシン、外科治療、およびFMTやチ
ゲサイクリン点滴静脈内投与も考慮
となっている８）。2021年に公開され
たTh e Am e r i c a n C o l l e g e o f 
Gastroenterologyのガイドラインで
も２回以上の再発例はFMTが勧めら
れ、また劇症型でバンコマイシンや
メトロニダゾール点滴静注に不応性

で外科治療を躊躇する状況ではFMT
が勧められている９）。
　Ianiroらは再発性CDI患者290人
（抗菌薬治療群181人、FMT治療群
109例）を前向きコホート研究で比
較したところ、血流感染症は抗菌薬
群22％に比しFMT群は５％と低く、
在院日数でも抗菌薬群27.8日に比し
FMT群は13.4日と少なく、90日後の
生存率も抗菌薬群61％に比しFMT群
は92％と高かったと報告している10）。
また、筆者らはCDIで寝たきりの高
齢者がFMTにより全身状態、認知症
状が改善し、便中腸内細菌叢はもと
よりウィルス叢、短鎖脂肪酸濃度が
上昇していたことを報告した11）。
　アメリカ疾病対策予防センター
（Centers for Disease Control and 
Prevention: CDC）発行の「アメリ
カにおける薬剤耐性の脅威2019年レ
ポート」によればCDI患者は抗菌薬
使用の適正化により2015年を境に徐
々に減少傾向であるが、2017年のア
メリカにおける年間感染者数は
223,900人、年間死亡者数は12,800
人と依然多く、年間の医療コストは
10億ドルに上り、 脅威レベル
「urgent（緊急）」の５病原体の一
つとしてリストアップされ（ちなみ
に他の四つはカルバペナム耐性アシ
ネトバクター、Candida auris、カル
バペナム耐性腸内細菌科細菌、薬剤
耐性淋菌）、政府主導で感染対策が
行われている12）。
　対照的に日本ではCDIに関する認
識度は低く、医療現場においても行
政においてもCDIへの感染対策は欧
米と比べ著しく遅れている。過去日
本ではCDI発生率は低いとされてき
たが、最近の多施設前方視的調査に
おいて、調査した12病院全体のCDI
発生率は7.4/10,000 patient-daysと
欧米同様に高いことが明らかになっ
た。外来受診する下痢患者において
はCDIが疑われないことが多く、日
本での市中感染の実態は不明である
13）。
 （次号につづく）
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審査･指導相談日 ●12月８日（木）15時～　●協会５階会議室

※医科は事前予約制☎078－393－1840まで、歯科は随時☎078－393－1809まで

※「指導通知」が届いたら、まず保険医協会にご連絡ください。


